
平成 22 年度	 図書館情報学海外研修助成報告書	 博士前期課程	 1 年	 廣瀬怜那	 

「海外における先進的な図書館電子書籍サービスの視察」	 

研修期間：平成 22 年 11 月 26 日～平成 22 年 12 月 1 日	 

目的地：（アメリカ合衆国	 カリフォルニア州）	 

主要訪問先	 スタンフォード大学	 

	 

本研修は、海外における先進的な図書館電子書籍サービスを視察することを目的とし

た。	 

	 電子書籍は米国を中心として世界的に普及の兆しを見せている。さらに Amazon 社の

Kindle(2007 年)や Apple 社の iPad(2010 年)などの電子書籍端末の発売により、今後も

さらに電子書籍の利用拡大が見込まれている。これらの動向は世界の図書館においても

みることができる。また、電子書籍だけでなく電子ジャーナルなどの普及も一層進むこ

とが予想されることから、電子資料をサービスの中核として位置づけた図書館を作る動

きがみられる。それらは従来の図書館に比べ、書籍の数が少ないため、Bookless	 Library

と呼ばれている。	 

	 

今回、世界で初の Bookless	 Library であるスタンフォード大学図書館工学部図書館

TERMAN	 ENGINEERING	 LIBRARY(以下工学部図書館)を視察した(図 1,図 2)。	 

	 

	 	 	 	 

図 1工学部図書館の概観	 	 	 	 	 	 図 2工学部図書館の内部(2 階)	 

工学部図書館は 2009 年まで独立した建物であったが、工学部地区の改修工事に伴い、

工学部建物内に併設された。1 階はカフェ(図 3)、2 階は図書館(図 2、図 4)、3 階はグ

ループワークスペース(図 5)となっている。教員や学生が図書館にアクセスしやすいよ

う、地下の通路で工学部エリア内のほぼすべての建物に直結している。	 

	 

工学部図書館では、学生の学習環境の整備と専門性の高い研究支援を図書館サービス

の主軸としている。椅子や机は組み替え可能であり、大型ディスプレイも設置している



ため、全ての階で個人学習からグループ学習まで幅広く対応可能である。また、利用者

の研究支援を行う４分野のサブジェクトライブラリアンが図書館内に１人１ブースを

もち、利用者スペースからは全てのライブラリアンの顔を見ることが出来るため、いつ

でも質問可能な状態である。	 

	 	 	 	 	 	 	 

	 	 

今回、工学部図書館ヘッドライブラリアン	 Helen	 B.	 Josephine 氏にインタビューを

行うことができた。今後、研究支援を主軸とした図書館サービスが増え、さらに電子的

資料の重要性が増していることから、スタンフォード大学工学部図書館のような

Bookless	 Library が増えて行くと考えていると述べていた。また、私と同様に、オー

ストラリアからBookLess	 Libaryの視察に来ていたクイーンズ技術大学図書館のHilary	 

Hughes 氏と意見を交換することができた。	 

今回の研修旅行では、図書館側が利用者の居住性を高めるために様々な工夫や努力を

していること、BookLess	 Library が世界的な注目を集めていることを感じることがで

きた。	 
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図 3 1階カフェテリア 遠隔の

MIT の学生と議論ができる大

型ディスプレイ 

図 4	 2 階図書館	 電子書

籍リーダーの貸出しを示す

掲示 

図 5 3階グループワークスペース	  

 


